
No. 推奨事業メニュー 交付対象事業の名称

事業の概要
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

事業始期 事業終期

1
①食料品の物価高
騰に対する特別加算

小学校給食高騰食材購入支援事業

①目的・効果
物価高騰による学校給食食材費の上昇が長期化していることから、食材購
入費（賄材料費）の財源として充当し、保護者の負担を増やすことなく、学校
給食の提供を円滑に実施する。給食費負担軽減交付金による支援を踏ま
え、国/都道府県からの基準額に基づく支援額を超える部分に対して重点支
援地方交付金を充当する。なお教職員の給食費分は含まない。
②交付金を充当する経費内容
賄材料費の財源として充当
③積算根拠
児童一食あたりの給食費　　　　　　　　　　　　　約333円
児童一食あたりの給食費負担軽減交付金の支援額　　約317円
児童　一人当たり16円×6,592人×180食（給食回数）＝18,984,960円
その他：一般財源4,000千円（19,000千円-15,000千円）
④事業の対象
藤枝市立小学校に通う児童及びその保護者　児童数6,592人

R8.4 R9.3

2
④消費下支え等を通
じた生活者支援

特殊詐欺対策事業費補助金（物価高
騰対応）

①目的・効果
物価高騰下において、特殊詐欺被害に対する防犯対策支援として、特殊詐
欺電話防止機能を有した電話機もしくは機器の購入費用の一部を補助し、防
犯対策を講じるための負担軽減を図る。
②交付金を充当する経費内容
補助金
③積算根拠
申請件数×1件あたりの補助上限額
⇒120件分×10千円＝1,200千円
その他：一般財源200千円（1,200千円-1,000千円）
④事業の対象
特殊詐欺電話等防止機器を購入した市民

R8.4 R9.3

3
④消費下支え等を通
じた生活者支援

見守り防犯カメラ設置費補助金（物価
高騰対応）

①目的・効果
物価高騰下において、闇バイト等による侵入窃盗犯罪等に対する自治会・町
内会における防犯対策支援として、見守り防犯カメラの購入及び設置費用の
一部を補助し、防犯対策を講じるための負担軽減を図る。
②交付金を充当する経費内容
補助金
③積算根拠
令和8年度分　27台×300千円＝8,100千円
その他：一般財源7,100千円（8,100千円-1,000千円）
④事業の対象
見守り防犯カメラを購入及び設置した自治会・町内会

R8.4 R9.3

4
④消費下支え等を通
じた生活者支援

住宅用防犯対策費補助金（物価高騰
対応）

①目的・効果
物価高騰下において、闇バイト等による侵入窃盗犯罪等に対する各家庭に
おける防犯対策支援として、宅配ボックス、録画機能付きドアホン・防犯カメ
ラの購入及び設置費用の一部を補助し、防犯対策を講じるための負担軽減
を図る。
②交付金を充当する経費内容
補助金
③積算根拠
申請件数×1件あたりの補助上限額
⇒150件分×20千円＝3,000千円
その他：一般財源2,000千円（3,000千円-2,000千円）
④事業の対象
宅配ボックス、録画機能付きドアホン・防犯カメラを購入及び設置した市民

R8.5 R9.3

5
①食料品の物価高
騰に対する特別加算

プレミアム付デジタル商品券発行事業

①物価高騰等の影響を受ける市民の消費を下支えするため、4,000円で
5,000円分利用できるプレミアム率25％のデジタル商品券を119,000口発行す
る（発行総額：595,000千円）。R8.11月購入申込、R8.12月販売期間、Ｒ8.12月
～R9.2月を利用期間と予定。
②プレミアム上乗せ分及び商品券発行に係る事務経費
③【プレミアム上乗せ分：119,000千円】
　 【プラットフォーム手数料：17,850千円】
　 【その他事務経費：14,680千円】
④対象者：市内在住者（12歳以上）

R8.9 R9.3
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6

⑦医療・介護・保育
施設、学校施設、公
衆浴場等に対する物
価高騰対策支援

物価高騰対策市立病院運営費補助
金

①救急医療等の不採算性を担っている市立総合病院を支援することで、医
療の継続的な提供に支障をきたさないよう図る。（診療報酬改定前の4，5月
分）
②物価高騰等の影響に係る救急医療に関係する経費に対して補助
③204,390千円（R7物価高騰影響相当額）÷12×2ヶ月≒34,000千円
Cその他：一般財源32,000千円（34,000千円-2,000千円）
④藤枝市立総合病院

R9.2 R9.3

7
③物価高騰に伴う子
育て世帯支援

中学校給食高騰食材購入支援事業

①目的・効果
物価高騰による学校給食食材費の上昇が長期化していることから、食材購
入費（賄材料費）の財源として充当し、保護者の負担を増やすことなく、学校
給食の提供を円滑に実施する。なお教職員の給食費分は含まない。
②交付金を充当する経費内容
賄材料費の財源として充当
③積算根拠
生徒　一人当たり95円×3,692人×178食（給食回数）＝62,431,720円
Cその他：一般財源12,498千円（63,000千円-50,502千円）
④事業の対象
藤枝市立中学校に通う生徒及びその保護者　生徒数3,692人

R8.4 R9.2


